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（南京工業大学） 
 
要旨：本稿は空間論とアイデンティティー理論に基づき、『沖縄島』のテクスト分析
をし、戦後沖縄民衆のアイデンティティーの形成に影響した要因を探究する。それは
日本本土から沖縄に対する差別と不公平な扱い及び残酷な米軍事植民統治などといっ
た社会的な要素、並びに異なる地理環境からくる文化的差異や思想的分岐などである。
主人公の山城清吉は戦争中、日本軍からの差別を受け、戦後米軍と日本本土から二重
の圧迫を受けても、軍国主義教育が原因となって日本人アイデンティティーを放棄で
きなかった。本稿において、主人公の人物心理を分析し、そのアイデンティティーの
構築過程を考察する。 
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１ 『沖縄島』と主人公の山城清吉について 
 『沖縄島』は霜多正次の創作人生の滑り出しであり、戦後、沖縄民衆が主体的地位
を取り戻すために反抗する物語を中心に描いた傑作である。主人公の山城清吉は日本
軍に入った沖縄出身の青年であった。戦争が終わったばかりで、米軍に破れた清吉は
日本兵同志と共に山奥に隠れ、日本本土からの援軍を待ち、日本軍必勝の信念を持っ
て「やがて反撃に転じてくる友軍がこの島にも逆上陸して、大勢をくつがえすことを
信じていた。」（123）（＊１）父親の清太郎に連れられて家に帰ったが、清吉はやは
2りなにも信じず山林に戻りたがった。戦後生き残れた沖縄民衆は全員米軍の収容所に
入れられる存在であった。家に帰った清吉がこれまでの信念を疑うようになった時、
教師であった平良松介は清吉を勇気づけ、沖縄の人としての生き方について示唆を与
えた。従兄の運天栄徳は米軍の兵士と付き合い、収容所のＣ（民警）になってから権
力を利用して軍事物資をたくさん奪い、家に山のように積んだ。アメリカ兵士を更に
理解するために、清吉は軍事基地に勤めるようにした。しかし、しばらくして、清吉
がほかの六人と一緒に部落長の大湾の悪行を検挙しようとする前に、全員首になって
しまい、軍事基地から追い出された。その後、窮地に陥った清吉は従兄の言ったとお
り、闇船に乗って日本本土に逃げようと覚悟した。清吉の乗った闇船が監視艇に追い
かけられ、沖縄に強制返還されてしまった。沖縄に戻った後、村の中学校の教員にな
った。しかし、清吉はそのような窮屈な環境に反抗する意欲がまだ強く、「清吉がま
だすっかり魂を入れかえたのではないらしい」（123）。彼はすぐに国への復帰運動に
熱中するようになり、精力的に劇の台本を作ることを手掛かりにし、祖国に復帰する
意思を表した。しかし、復帰運動は米軍政府の意志に逆らい、清吉はまた首になった。
それに続き、土建会社に勤めて差別されても、沖縄民衆の土地を不法に占拠されても、
清吉の反抗意欲は弱まらなかった。最終的に、彼も平良松介のような人間の欠点を理
解し、自分の力で帝国主義と戦えばこそ幸せに生活できるという事実を見通した。 
 『沖縄島』は圧倒的な臨場感で写し出された作品である。主人公を壁にぶつからせ、
衝撃を与えるのは、「現実の複雑な機構と階級関係とを立体的、力学的、リアリステ
ィックに描き出すためただ一つの方法」（＊２）であろう。その衝撃と打撃はいわば
人間の発達を進める触媒だと見られる。戦後、清吉は敗戦や解雇などといった連続の
衝撃を受け、彼の意識も次第に変革して、個人の理想と信仰から沖縄民族の未来へ転
じ、清吉は沖縄人としての生き甲斐が尊くなってきた。その点で、小説の主旨も更に
3高いレベルに上げられた。 
 
２ 山城清吉のアイデンティティー構築――空間と過程 
 山城清吉は小説の主人公として作者の希望と夢を背負う。作者が物語の発展を清吉
の成長する道に嵌め、言わば清吉の覚醒する道は小説の骨組みだと言える。物理空間
の変動は清吉にとって大変重要で、個人の発達を促す役割を演じる。物理空間は地理
景観を展示するばかりでなく、裏側にも豊かな意味が隠れていると言われる。清吉の
場合には、物理空間が変わるたびに、意識も進化していくのである。 
 
２-１ 山奥――真の日本人になれる幻の世界 
 「山といっても広くて、連山になっていた。（中略）まだすっかり腐りきれない死
体が、ぼろ切れのようにぺしゃんこになって、かすかな死臭をただよわせていた。」
（4）自然環境を通して、戦後残酷な結果が生き生きと文字の形式で表されている。た
だし、ここの山奥は単に残酷さや悲惨さの物理空間を示す任務を背負うことではなく、
もっと肝心な作用は主人公の意識と思想を映すところにある。戦争が故郷の沖縄島に
及ぶ前、沖縄民衆は平凡且つ平和な生活を送っていた。人々は仕事をし、学校で勉強
し、田畑で働き、自分の位置に立って、穏やかな社会関係に身を置いた。だが、沖縄
島が戦争の渦中に巻き込まれたことで、沖縄島は焦土に化し、昔の穏当な空間も崩れ
た。ルフェーヴルの空間論によると、空間の生産は双方向とされる。すなわち、社会
が空間で産まれ、逆に空間も社会の作用によって産まれるのである。戦争で、沖縄と
いう空間には米軍と本土からの日本兵が介入したため、空間が急変し、社会関係も複
雑になってきた。 
 沖縄戦のために、清吉は授業をやめさせられ、兵士としてアメリカとの戦争の中に
4飛び込んだ。日本軍に参加し、新たな空間に入り、「生まれてはじめて大勢の他府県
人と接触して」（9）、知らず知らずのうちに、清吉もこのような社会環境に慣れるよ
うになった。日本軍の中にいた時にしても、最後山奥で身を隠す時にしても、彼の傍
らにはいつも本島からの兵士が数人いた。この団体のメンバーは全員日本兵であり、
日本と天皇のために命を貢献する人なのである。このような小型の社会空間の中で、
清吉は日本本土の兵士と付き合い、一緒に米軍と戦った。毎日同じことをして彼らと
は実に同じ人間なのだと感じた。更に詳しく言うと、清吉は社会空間でも、心理空間
でも、日本人であるアイデンティティーをもらって存在したのである。清吉はやがて
一人の日本兵になった。それと同時に、清吉には沖縄人の意識が次第に弱まっていっ
た。 
 しかし、清吉は心中では沖縄人であるアイデンティティー意識が完全に消されてお
らず、二重のアイデンティティーを持っている矛盾した人物であった。沖縄人がスパ
イだという噂を聞いた時、清吉も多かれ少なかれそれに反応した。「清吉は、それら
の声が耳元でささやかれるたびに、唇をかみ、歯ぎしりした。それは無責任な流言に
たいする怒りでもあったが、しかし同時に、郷土の同胞に対する憤懣でもあった。」
（8）あの時、清吉は日本本土の人の立場に傾き、沖縄民衆が米軍の捕虜になるという
意気地ない行為を厳しく咎めた。あえて性命を失ってもそのように軽率に敵に降伏す
ることは許せない恥だと清吉と日本兵たちは感じた。沖縄民衆が降伏することで、あ
る程度、特に心理面で、清吉のアイデンティティーを構築することに悪影響を及ぼし
た。沖縄戦が始まって以来、日本本土の兵士たちは沖縄に差別意識を抱え、「戦局が
不利になってきたころから全将兵のあいだにひろまっていた。」（8）実際、「内地」
や「ここの人間」などといった、根底から沖縄全島を差別する意識の隠れた言葉もし
ばしば清吉の耳元で響いた。元々沖縄を軽視した日本兵にとって、沖縄の民衆が降伏
5するのは再び兵士たちの考えを強化させた。「沖縄人はスパイだ！」などと。「ある
人の自分のアイデンティティーについての説明は他人の注目する焦点になる可能性が
ある。」（＊３）言い換えれば、他人のアイデンティティーの表現も同様に他人に影
響を及ばす。日本兵と清吉からなる社会空間の中で、一連の沖縄人に対する悪口は清
吉を傷つけない訳がない。第一に沖縄人であるアイデンティティーに対する怒りと嫌
悪感を催した。更に、彼の心の中に潜んだ卑屈感が浮かび上がった。ただ、生来ずっ
と持っている沖縄人であるアイデンティティーを一時でも捨てることは不可能であっ
た。心配している父親や、妹や、戦争で亡くなってしまった母親と弟は皆自分と血が
繋がった、沖縄人であった。山で栄徳に出会った時、清吉は栄徳に自分が元気でいる
状況を伝えてもらった。「山城清吉は、いとこの運天栄徳に出会ってから、家のこと
が気になってならなかった。」（4）芋畑で父親の清太郎に会った時、清吉は清太郎の
見せる新聞に見向きもせず、ひどく老けて見える父の顔を関心を込めて見るだけであ
った。彼は日本兵から、沖縄人、清太郎の息子に転じた。 
 だが、清吉は理想を抱いた青年で、模範的な兵隊になりたがり、この重い悩みから
脱出して自由な空間に入ろうとした。彼の悩みは実にアイデンティティー問題であっ
た。清吉は二重のアイデンティティーの下で存在し、二重の悩みを受け、二重の掣肘
を加えられ、一歩も動けなくなってきた。ある確かなアイデンティティーを得るため
に、空間を通して行動するほかないと言える。清吉の場合、二重のアイデンティティ
ーからただ一つを選ばなければならない。 
 清吉もそうして、沖縄人を放棄し、日本兵として日本帝国のために戦い続けること
を選択した。栄徳が杉丸太を担いで山を下りる時に清吉たちに出会い、戦争は終わっ
たことを伝えても、「清吉はにやっと笑っただけで、なにもこたえなかった」（5）、
母親と弟の死亡を聴いてもあまりにも無関心で、栄徳の手を振り切った。彼は日本兵
6団体に融合しようとし、彼らと一致する行動を取るのであった。「その態度はきびし
く、氷りつくような冷さをもっていた。」（5）清吉は日本兵であるアイデンティティ
ーを取るために、肉親の情も隅処に置いた。徹底的に身を山奥に置けばこそ、完全に
日本兵からなる社会空間に入れるのであった。戦後、清吉は他の本土からの兵士三人
と小型の団体を結成して山の中を彷徨っていた。一方では森のかげで米軍兵士の探索
を避けながら、他方では自分の生命を保って援軍を待ち、大勢を覆す機会を狙った。
清吉は捕虜になるのを拒否した。清太郎の要請で、清吉はしぶしぶ亡くなった母親と
弟のために、家に帰った。日本兵と離れて山奥から出ると、清吉は日本兵ではなくな
ってしまう。それゆえ、清吉は翌朝山奥に戻ることを清太郎と約束した。 
物理空間の実体であるにもかかわらず、空間を通して文化的そして政治的な意味を
与えられることである。清吉の場合には、彼は父親も含む沖縄民衆と長く付き合わず
に日本兵を模倣して行動することを通して、「表象空間」即ち山奥を生み出した。山
奥は心理空間と物理空間に跨り、日本本土を代表した。清吉にとって、実体の山奥に
いればこそ、日本兵であるアイデンティティーを維持できていた。清吉は親戚の者に
軍服を脱がせられ、沖縄人であるアイデンティティーに釘づけにされたため、不安と
強い衝撃を受けた。一か月経っても、自家から外へ一回も出ず、喋らなかった。 
 
２-２ 軍事基地――日本人であるアイデンティティーの蘇る処 
 米軍事基地はもう一つの重要な空間であり、主人公の意識覚醒を早める役を演じる
ところであった。軍事基地はかつて清吉の自由と民主の夢を実現するところだと思わ
れたが、物語はいつも反する方向に進行した。 
 山奥を出てからすでに半年も経った。認めるにせよ、認めないにせよ、日本の敗戦
はどうしても変わらない事実になった。戦後、清吉は日本兵の意識が次第に消えてい
7く傍ら、沖縄人として生活することにした。清吉は毎日父を手伝って農業をしてきた。
沖縄人であるアイデンティティーを認めると言っても、毎日単純に農業をすることを
好むわけではなかった。小学校の時からずっと優等生である清吉は永遠にそのような
平和で普通の生活を繰り返すのに甘んじず、生活のために未来の方向を考えていた。
昔の教師であった平良松介より、沖縄はアメリカの信託統治となりで、日本から分離
される可能性がないわけではないと言われた。そんな悲惨なことを聴いても何もでき
ず、目先の環境に適応して服従するほかないと清吉は考えた。 
清吉の心の中で、普通の沖縄人であるアイデンティティーが主な部分になり、日本
兵という意識は次第に無くなった。戦争が終わると、兵士というアイデンティティー
も末路を辿った。あの時、清吉は更に自分のアイデンティティーに相応することをし
て、更に優越した生活を得るように軍作業を行った。半年前と違い、日本軍はすでに
日本本土に戻り、沖縄島で存在感もほぼなかったと言える。現実の状況により、米軍
隊と沖縄島の民衆は社会関係の中で最も重要な二組の勢力になった。日本政府の敗戦
とポツダム宣言を背景に、米軍は実際に沖縄の支配階級になり、沖縄民衆は支配され
る階級でしかなかった。沖縄には新しい社会関係が介入するために、必然的にそれに
応じる新しい空間が出てくる。一方で外部からの力で客観的な空間ができた。他方で、
心理的な空間が出来たが、清吉はその中で存在する社会関係を承認し、実際の行動を
取って融合しようとしたのである。 
 しかしながら、注意しなければならないのは清吉には「私が日本人」という意識は
まだ存在し、日増しに強くなっていったことである。沖縄がただアメリカの信託統治
の下で日本本土に属することを前提とし、清吉は沖縄の米軍事基地で働くのであった。
そして、清吉も民族性を強調することに反対し、「日本的な生活様式になじむことを
要求された。」（57）民族を強調しすぎたら、本質的な日本人であるアイデンティテ
8ィーを遮って差異を強化するおそれがある。ここから、矛盾した感情はもう一度清吉
の心の中で根を下ろした。 
 未来に迷った時に、清吉は渡久地政幸の社会主義だったという講演を聴き、色々な
示唆を与えられ、「厚い壁でふさがれたようなかれの思考に、小さなん風穴を開けて
くれたような気がした。」（57）渡久地の講演で、アメリカのもたらす民主と自由を
期待し、清吉たちは郷土を救う方法をアメリカの信託統治と繫げた。アメリカの先進
的な制度などを借り、沖縄も復興して自由に発展するようになるといったことに憧れ
た。更に、軍作業に行く覚悟もいっそう強くなった。心理的な面で、彼らは「幻想の
社会空間」に心を傾けるのだった。 
 しかし、軍作業のことは思ったとおり順調に行われなかった。はじめ、清吉は自分
の想像した心理空間に沈み、アメリカの信託統治の下で、自分のような普通の沖縄民
衆の生活を改善するばかりでなく、沖縄も速やかに発展できることを望んだ。アメリ
カが主導権を握る社会の中で、英語は喋らなくてはいけないものではないが、英語を
上手に話せば必ず未来の発展に良いといわれた。清吉も軍作業の時から、英語を学ん
でいた。班長の崎山敏が早口に喋る英語を全部聞き取れることも羨ましく思っていた。
清吉の理想は、沖縄に生活している人々、アメリカ兵士も、沖縄の原住民も平等で、
沖縄が復興するために一緒に働くことであった。おまけに、アメリカ兵士も日本軍の
軍曹と比べ、より優しかった。霜多も清吉の米軍に対する感情を描き、「オフィスで
接触するひとりひとりの兵隊から受けた印象とはだいぶちがっているのが不思議であ
った。ひとりひとりの兵隊も人によっても違うが、一般には親切、開放的で、清吉は
むしろ好意を感じていた。」（67）全てのことは彼の想像のように行った。次第に、
清吉もこのような社会関係で自分を位置付けた。軍作業の時に、清吉は崎山敏の下で
任免の仕事を手伝い、大湾に解雇の理由を説明する任務に忙しくなっていた。仕事を
9やると同時に、清吉にとって、仕事とは情けないことから嫌な役目になってきた。「銀
のナイフとフォーク事件」で解雇された二人を連れて大湾に渡すことは清吉に衝撃を
もたらした。清吉とこの二人は同じ物理空間にいると思ったが、心理空間で二人の活
動は実際に清吉を取り除いた。二人はいつも解雇を免れた大嶺の悪口を言うばかりで、
トムスンと崎山のことに閉口した。二人にとって、清吉は崎山のような人間で、悪口
を言ったら崎山に教える可能性があった。清吉はもはや支配階級に分けられ、沖縄民
衆を圧迫する人々の一人でしかなかった。大湾が二人を突き飛ばす場面を見て、清吉
は自分が大湾らの共犯者だと感じた。自分の心理空間に構築した夢がもはや破れ、「部
落民からけいえんされているのを感じていた。」（69）外部から与えられたアイデン
ティティーで、清吉は共犯者だと定義されたが、これほどにも異なるアイデンティテ
ィーを決して認めなかった。このような誤解は語言で説明すればするほど明晰でなく
なるのであった。解決する方法はただ一つあり、実践行動でアイデンティティーを構
築するしかなかった。 
 清吉は大湾のような支配階級の仕事をしなくなり、現実の社会関係で自分を沖縄民
衆のクラスに分けた。清吉はほかの青年と連合し、七人で一緒に同胞を迫害した大湾
を倒すために集まった。清吉らが行うのは大湾の不正行為を暴いて彼を追い払い、そ
して社会関係の中に存在する害虫を滅ぼし、社会空間を浄化して守ることであった。
清吉は依然としてアメリカの介入する空間を認めた。しかし、清吉たちの計画はやは
り失敗し、大湾の不正行為の証拠をつかめなかった。失敗翌日には、昔、清吉に優し
かったオーエン中尉も彼らの抗弁に耳を傾けず、全員首になる始末であった。このよ
うにして、理想に反して、期待していた正義と民主は来なかった。アメリカの主導す
る空間の下で、沖縄民衆は相変わらず激しい社会関係に身を置かれ、狭間で生きてい
くことを求められていた。アメリカ人の力を借りて沖縄を復興する夢も泡になり、清
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吉はアメリカ人はいったい沖縄を救いに来たのだろうかと疑問を禁じえなかった。清
吉はもう一回衝撃を受けた。 
 
２-３ 土建会社――日本人であるアイデンティティーを追求する戦場 
 土建会社に勤める清吉は目覚ましく成長して一層激しい方法を取った。清吉の反抗
精神がますます燃え盛るようになった。 
 1951年サンフランシスコ対日平和条約が調印された。この条約により、小笠原諸島
などの領土とともに、沖縄を含む琉球諸島は全部アメリカ政府の信託統治の下に置か
れ、そしてアメリカ政府はこういう領土で司法権、立法権や行政権を持つのである。
言い換えれば、沖縄は長期的にアメリカの信託統治に耐えなければいけないのである。
更に直接的に言えば、沖縄は日本から切り離され、日本に帰ることがあり得ず、そし
て徐々に日本全国をアメリカの軍事基地に変えることを企んだ。清吉は、学校で生徒
たちに謝名の逸話を劇にしてアメリカを暗示した理由で、免職されてしまった。この
二つの出来事は清吉にいっそう打撃を与えた。「これまでは不安定だった自分の運命
が、こうはっきりきめられてしまうと、清吉はだかっと気おちがして、勇気がでてこ
なかった。」（177）清吉は今のところ日本復帰運動がいつまで続けられるのか、まだ
意味があるのかという困惑に包まれた。調印した後で、国際政治の視野から見れば、
アメリカはこの島の真の統治者になる。もしここで順調に生き延びたければ、現実に
服従するほかないはずであった。心の中で日本人であるアイデンティティーはいつま
でも変わらないのである。現実では、清吉はすでに「敵」だとされ、「軍作業と公務
員とは、清吉に門戸がとざされていた。」（178）ルフェーヴルの空間論により、清吉
の属した社会空間が破壊され、インテリゲンチャから取り除かれ、その一つのアイデ
ンティティーが外部社会に社会の最下層の労働者だと制限された。どこにも自分に合
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う仕事がなかったために、清吉は近藤という土建会社の土工募集に応ずることにした。 
 土建会社で働き始めたからこそ、清吉は輝くようになった。土建会社での生活は極
めて苦しく、毎日住んでいた飯場であれ、食であれ、全て惨めである。飯場は粗末で
狭く、屋根には穴があり、冷たく、寝台も汚かった。食事する時、食器も食糧も足り
なかった状況は度々あり、土建会社は基本的な福祉も提供してくれなかった。おまけ
に、食費が高すぎる一方、土工たちの賃金は少なかった。その沖縄出身の労働者と比
べ、本土からの人は元々イレズミなどをしていてもよりよい労働条件と生活条件を与
えられ、そして給料も多くもらえるのであった。このような不平等は沖縄出身の清吉
たちを刺激した。表の区別がある一方で、裏に偏見と差別が反映した長い歴史を持つ
民族的な問題が隠れているのである。それに応えて、清吉は一連の対策を考え、「こ
の問題で個人的に、感情的になるのはさけなければならないとおもっていた。……こ
の問題は、やはりなかまたち全体の問題として解決しなければならない、と清吉はお
もうのだった。」（184）今に至って、清吉は思想がある程度成熟し、活動家になって
きた。清吉たちは大島からの土工と協力することにした。米武二という人物と親しく
なってから、沖縄信託統治にすることができないことや、沖縄を軍事基地にして日本
を含むアジアを支配しようとするアメリカの陰謀などを学んだ。「これまでの彼の頭
のなかで漠然としていた世界像に、とつぜん光があてられたような感じだった。」（190）
米武二の話で、清吉は日本復帰運動に対する情熱も再び燃えていた。 
 清吉たちは、「とうとうストライキをやることになったのだった。」（202）土建会
社で土工として仕事をすると同時に、労働者から成る空間に生活し、清吉は自分のア
イデンティティーを変更し、圧迫されて搾取に悩む無産者になった。だが、清吉たち
は本土出身の人々と同じ無産者かというとやはり異なり、社会的な力量でこの二つの
グループは対置される位置に置かれた。しかし、清吉にとって、外部から与えられる
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役はどう変わっても日本人だった意識は変わらないのである。清吉らは主観的な判断
を警戒し、心の中で認める同胞の日本人に反対せず、自分の権利と生活のために会社
からの不平等な制度と差別待遇に反抗するだけであった。その他に、彼らは立法院に
労働組合法案を通過させ、法律によって自分の利益が守られることを希望した。しか
し、近藤組は米軍の方と親会社のＳ組からの影響を受け、清吉を含む全員を解雇する
ことにした。清吉らはＳ組に対してデモ進行することにした。米軍の方も正式に介入
し、争議を調停するようになった。それでも結局、何の結論も出なかった。次第に、
目の前の生活のために、脱落者も現れて争議団は弱まっていった。窮地を前にして、
米武二と清吉はハンストを行うことにした。沖縄という空間の中で、清吉らは既に社
会の最下層で生活し、最も苦しい仕事をしたのである。平等な権利を求めた後で、首
になってしまった。更に深く言えば、この社会の中では、清吉らは乞食のような明ら
かな無産者になってしまい、争議団を除いて何の団体にも属さなくなった。彼らはす
でにこの社会から追放され、認められなくなったのである。「体、これは個人の最後
の私産である。」（＊４）清吉らに残されたのはただ彼らの体でしかなかった。自分
の体が唯一のコントロールできるものになった。ルフェーヴルは感性的パワーで溢れ
る体を空間生産論を構築する基礎とした。「体が一定の物理空間を占めるが，凝固な
ものではなく、流れるパワーを含め、能力を通して役割を果たすのである。」（＊５）
清吉らはハンストを反抗する方法とし、発言権を取り戻そうとした。ハンストで胃腸
は苦しめられたが、精神は強められたのであった。戦いや芸術などのような生命活動
は空間を変え、斬新な空間を生産することができる。清吉らも新たな空間を生産した。
「この決行は、他のなかまたちを勇気づけたばかりでなく、しまじゅうのひとびとを
緊張させた。清吉たちのテントのまえには、終日、激励や物珍しさでやってくる人々
がたえなかった。それは労働者だけでなく、小学生や、この島の偉方まで、あらゆる
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階層の人をふくんでいた。大島からは、五名の島民代表がわざわざ海をわたってやっ
てきた。」（222）この新しい空間では、清吉たちは社会の最下層から一躍して関心を
持つ焦点となり、発言権をも与えられたのである。今度のハンストは様々な階級に属
する沖縄民衆にも強い影響を与えた。Ｓ組も圧力を感じた。ハンストで体が弱れば弱
るほど空間を改造するパワーもいっそう強くなっていた。Ｓ組と米軍の方も彼らの抗
議活動に応えたにもかかわらず、裁定により軍の方は雇傭者のＳ組と近藤組に偏り、
労働者の人権と要請をほとんど無視した。清吉らは基本的に自分の利益を守ることが
できず、日本人であるアイデンティティーを代表とする、同格の待遇ももらえなかっ
た。ハンストが惨敗する始末であった。 
 今度のハンストは失敗したが、精神と体を鍛えた後で、清吉は逆にますます強くな
ってきた。その他、今後の反抗活動には得難い経験を得たと言える。ハンスト活動は
清吉にとって、人生の転換点だった。それゆえ、清吉は恩師の松介と栄徳のような人々
を見通し、彼らの欠点が明らかにわかるようになった。沖縄民衆の中で反抗する意欲
が足りないために、清吉は彼らと比べて大きく異なる。くじけず、理想や志望などを
行動に訴える人である。このような区別は清吉の心の中で「他者」という意識が出て
自分を他人から分けるのであった。区別がいっそう大きくなるとともに、清吉は自分
のアイデンティティーについての認識も明晰になり、それに相応する責任感も強くな
っていった。「人民党に入って、清吉は人民の解放のためにたたかいの先頭に立つこ
とを決心して以来、かれはつねに人民―無権利で、貧しくて下づみになったひとびと
とともに生きてきた。」（257）ある程度、清吉は共産主義者の資質を持っている。こ
れまでの戦いは清吉に勇気や動力を与え、自信を持って次の戦闘に身を投じるように
なった。 
 今の清吉は普通の沖縄民衆でなく、すでに沖縄民衆の利益を守り、強権に対して反
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抗を志望する人になってきた。彼はいま O 村立退反対運動を仕事にしている。基本的
な生存を保障するためにアルバイトをすることを除けば、清吉は党の仕事に熱中する
だけであった。「彼はもっぱら部落をかためることで、そういう大きな組織に発展さ
せる気運をつくらなければならなかったが、それがかれの力にはあまるのだった。」
（270）沖縄の立退問題はいわば緊急であった。一方、米軍は沖縄民衆の耕地や、墓地
などを無理に奪うことを目論むのであった。他方では、農民たちには頑固な利己主義
があり、自分の屋敷にしか関心を持たなかった。農民たちの利益のために、まず清吉
らは農民たちを集結して団結を固めた上で、意識を変革するのである。だが、自分だ
けで平和的な手段をとって抗議する道は行き詰まり、「全島の人びとの集結と、祖国
の同胞の協力とが必要であることが確認された。」（292）清吉はO村の問題を全島の
問題として考え、その立場で行動したのである。0 村の土地だけでなく、沖縄全島の
土地を守るのだ。しかし、奄美大島の復帰以来、米軍は態度を硬化させ、祖国復帰運
動を中止させたり、教員会や青年連合会などを弾圧したり、党活動家を排除したりし
て、全力をつくして沖縄の日本復帰を阻止し、米軍の陰謀を達成させようとした。清
吉を含め、人民党の主な活動家が幾人も逮捕され、監獄の中に投じられた。囚人にな
っても、清吉は諦めず、外に出た後も続けて沖縄と沖縄民衆のために戦おうとしたの
である。 
 ここまでで、清吉は政治的意識を高め、自分の心理空間では日本人であるアイデン
ティティーがすでに構築された。こうして、沖縄島という米軍や日本人や沖縄民衆な
どから成る社会空間において、沖縄人が日本人として認められるために、清吉はいつ
までも闘争していくのであった。しかし、まだ真の敵に真っ向から対決できないのは
清吉の限界と言える。 
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３ 日本人としてのアイデンティティー構築の失敗への探求  
 山城清吉は作品の主人公として、戦争が起きてから心理的に大きな衝撃を受けた。
前に述べたとおり、清吉にとって日本人であることは事実で否認できないことである。
外部環境の変化に従って、清吉のアイデンティティーは挑戦を受ける。戦争のために、
心の奥に潜んでいる愛国心とアイデンティティー意識が強くなり、自分が日本人であ
るアイデンティティーを構築し始めた。清吉は山奥で日本兵たちと共にいて日本人で
あるアイデンティティーを容易に確かめることが出来た。父の清太郎に収容所へ連れ
られた後、しばらく日本人であるアイデンティティーを忘れ、米軍の力を借りて沖縄
建設の中に投身した。しかし、米軍の面目をよく知り、絶望して闇船を頼りに徹底的
に沖縄との紐を断ち、日本本土に渡って真の日本人になろうと企てる。不幸にも、本
土の監視艇に追われて沖縄に送還され、沖縄で学校、土建会社などの職場を戦場とし
て、自分の日本人であるアイデンティティーのために戦っていった。しかし清吉は日
本人であるアイデンティティーを構築することに失敗するという結末であった。基本
的には、三つの根本的な原因が存在した。まずは、山城清吉は軍国主義教育を受けて
から日本人であるアイデンティティーが確かめられた。それゆえ、どのような状況に
なっても日本人であるアイデンティティーを容易に諦められなかった。次に、軍事基
地で軍作業に従事していた時、米軍の残酷な軍事植民統治と不公正な扱いのために、
清吉は米軍に絶望し、反して日本人であるアイデンティティーをいっそう強化させた。
最後に、本土からの差別意識で日本人として受け入れられなくとも清吉は日本人であ
るアイデンティティー意識を弱めず、自分の力で本当の日本人になると覚悟するよう
になった。 
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